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ベンチャー企業の立地環境に関するアンケート（案）について 

 

2018/10/18 

中部地整 

 

■調査概要 

目的・活用法 

ベンチャー企業に対し、立地を考える上で望ましいオフィス環境や住環境、有効と

思われる公的サポート、中部圏の魅力等を伺うことで、今後、中部圏において、頭

脳人材を集積させるための取り組みの方向性に対するヒントを得る。 

得られた結果は適宜、地域づくり委員会のとりまとめ等、各種検討に反映。 

対象 

全国のベンチャー企業 2,000 社 

下記により抽出： 

○（株）東京商工リサーチが保有する「ベンチャー企業 DB」から、2,000 社を抽出 

○DB には下記に当てはまる多種多様な業種が収録されている。 

 ・設立：5 年以内 

 ・売上高：2 期連続 120%以上の伸び率 

○DB の総収録企業数 4,815 社（2018 年 9 月現在）より都道府県の数の分布比率を

そのままに 2,000 社を抽出した。 

・抽出数は、東京都が最も多く 410 社、次いで大阪府 197 社、神奈川県 110 社と

続く。愛知県は 89 社。 

・日本全国の現状をなるべく反映し、日本の縮図を表彰できるよう、都道府県の

数の偏りや業種について均一化や特定業種の数を多くする等の変更は行ってい

ない。 

期間 
実施時期：2018 年 10 月以降（委員会での意見反映後） 

回収期間：3 週間程度を想定（2 週間を基本として、余裕期間を 1 週間程度） 

調査方法 

郵送配布・ＷＥＢ回答 

①調査対象となるベンチャー企業宛てに、郵送で当該 WEB アンケートの URL・QR

コード・アクセスパスワードが記載された依頼状を送付 

②回答者がＷＥＢで回答 

設問構成 

○企業属性（業種、設立年等） 

○公的支援の利用状況 

○本社の立地条件（立地選定に考慮した条件、中部圏の魅力等） 

○起業家の集まるまちの条件（本社を立地させる上で重要となる住環境等） 
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■アンケートの位置づけ 

 

 

 

■設問構成 

○属性 Q.1  設立年をご記入ください 
Q.2  主要業種 
Q.3  AI や IoT の業種かどうか 
Q.4  本社所在地をお答えください。 
Q.5  売上高 
Q.6  従業員数 
 

○公的支援の利用状況 Q.7  活用中の公的サポート 
 

○本社の立地条件 Q.8  現在の地域に本社を構えている理由 
Q.9  将来本社を移転する可能性 ※近年移転した場合はその状況 
Q.10  将来、本社を移転するとした場合に重視すること 
Q.11  （Q.9 にて「１．２．」のあると答えた場合、）将来本社を移転する場

合、必要な支援 
Q.12  知的対流拠点の認知度 
Q.13  知的対流拠点の利用経験 
Q.14  知的対流拠点で重視すること（参加企業に関して） 
Q.15  知的対流拠点で重視すること（拠点の機能） 
Q.16  知的対流拠点の必要性 
Q.17  知的対流拠点に必要なこと（参加企業に関して） 
Q.18  知的対流拠点に必要なこと（拠点の機能） 
Q.19  次の中部圏の特性のうち、魅力的と感じるもの 
Q.20  中部圏への本社立地の可能性が高まる施策等 
 

○起業家の集まるまちの

条件 

Q.21  本社立地の際に、住環境の重視度 
Q.22  本社立地の際に重視した住環境 
Q.23  「起業家の集まるまち」とはどのようなまちか 
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１．貴社についておうかがいします 

Q.1  貴社の設立年をご記入ください（単一回答・必須回答） 

1. 1997 年以前 

2. 1998 年 

3. 1999 年 

4. 2000 年 

5. 2001 年 

6. 2002 年 

7. 2003 年 

8. 2004 年 

9. 2005 年 

10. 2006 年 

11. 2007 年 

12. 2008 年 

13. 2009 年 

14. 2010 年 

15. 2011 年 

16. 2012 年 

17. 2013 年 

18. 2014 年 

19. 2015 年 

20. 2016 年 

21. 2017 年 

22. 2018 年 

 

Q.2  貴社の主要業種（直近期で売上高が最も大きい業種） （単一回答・必須回答） 

1. 農業、林業、漁業 

2. 建設業 

3. 電気・ガス・熱供給・水道業 

4. 製造業 

5. 情報通信業 

6. 卸売業 

7. 小売業 

8. 金融業、保険業 

9. 不動産業、物品賃貸業  

10. 学術研究、専門・技術サービス業 

11. 宿泊業 

12. 飲食サービス業 

13. 生活関連サービス業、娯楽業 

14. 教育、学習支援業 

15. 医療、福祉  

16. その他のサービス業 

17. その他  （               ） 

 

Q.3  下記のうち、貴社が開発・提供しているサービスはありますか。（複数選択・必須回答） 

1. 人工知能（AI） 

2. IoT 

3. ビッグデータ解析 

4. ロボット 

5. 工場の自動化（FA） 

6. 自動運転 

7. 特に当てはまるものはない 

 

Q.4  貴社の本社所在地をお答えください。（郵便番号 7 桁・必須回答） 

 

Q.5  今年度見込みのおおよその売上高をご回答ください。（数字記入・単一回答・任意回答） 

○○万円 

 

Q.6  現在の従業員数（単一回答・必須回答） 

1. 5 人以下 

2. 6～20 人 

3. 21～50 人 

4. 51～100 人 

5. 101～300 人 

6. 301 人以上 
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Q.7  現在活用している公的なサポートはありますか。直近 1 年間の状況でご回答ください。（複数回答・

必須） 

1. 補助金（移転の奨励金） 

2. 補助金（施設の新設） 

3. 補助金（用地買収） 

4. 補助金（知的財産権出願補助） 

5. 補助金（海外展開支援） 

6. ベンチャー向けオフィスの整備・紹介 

7. 現地人材紹介他社とのマッチング支援 

8. 各種規制緩和 

9. 社会実験等に関する各種申請のサポート 

10. その他（   ） 

 

 

２．オフィス環境についておうかがいします 

Q.8  貴社が現在の地域に本社を構えている理由は何ですか？（複数選択・最大５）※ランダム表示 

1. 起業時に住んでいた家に近い 

2. 関係する大学・研究機関と近い 

3. 経営面での支援が得られやすい（資金援助、助

言等） 

4. オフィス賃料が安い（スペースが確保できる） 

5. 人材確保が容易 

6. 顧客・取引先に近い 

7. 物流が便利（材料調達や出荷が容易） 

8. 国内他地域へのアクセスが容易 

9. 海外へのアクセスが容易 

10. 自治体などの支援が手厚い 

11. 他社とのコラボレーションが容易 

12. 製造業が盛ん 

13. IT 産業が盛ん 

14. 立地のステータス性がある 

15. 社会実験フィールドに近い（規制改革特区含

む） 

16. 実験施設に近い 

17. 住環境がよい 

18. その他（   ） 
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Q.9  貴社は、近い将来本社を移転する可能性がありますか？近年、移転した場合はそのときの状況に

ついてお答えください。（単一選択） 

1. 環境・条件が整えば移転する（全国どこでも） 

2. 環境・条件が整えば移転する（現在本社のあ

る地域に近いところ） 

3. 近年移転した（以前の本社とは異なる都道府

県） 

4. 近年移転した（以前の本社と同じ都道府県） 

5. 移転する可能性はない 

 

Q.10  （Q.9 にて「１．２．３．４．」と答えた場合、）貴社が将来、本社を移転するとした場合、どのような点

を重視しますか？近年、移転した場合はそのときの状況についてお答えください。（複数選択・最大５）

※ランダム表示 

1. 起業時に住んでいた家に近い 

2. 関係する大学・研究機関と近い 

3. 経営面での支援が得られやすい（資金援助、助

言等） 

4. オフィス賃料が安い（スペースが確保できる） 

5. 人材確保が容易 

6. 顧客・取引先に近い 

7. 物流が便利（材料調達や出荷が容易） 

8. 国内他地域へのアクセスが容易 

9. 海外へのアクセスが容易 

10. 自治体などの支援が手厚い 

11. 他社とのコラボレーションが容易 

12. 製造業が盛ん 

13. IT 産業が盛ん 

14. 立地のステータス性がある 

15. 社会実験フィールドに近い（規制改革特区含

む） 

16. 実験施設に近い 

17. 住環境がよい 

18. その他（   ） 

 

Q.11  （Q.9 にて「１．２．３．４．」のあると答えた場合、）貴社が将来本社を移転する場合、どのような支

援があると良いと思いますか？近年、移転した場合はそのときの状況についてお答えください。（複数

回答・必須） 

※ランダム表示 

1. 補助金（移転の奨励金） 

2. 補助金（施設の新設） 

3. 補助金（用地買収） 

4. 補助金（知的財産権出願補助） 

5. 補助金（海外展開支援） 

6. ベンチャー向けオフィスの整備・紹介 

7. 現地人材紹介 

8. 他社とのマッチング支援 

9. 外国人の受け入れ体制がある 

10. 各種規制緩和 

11. 社会実験等に関する各種申請のサポート 

12. その他（   ） 
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Q.12  知的対流拠点（以下「拠点」と言う）とは、異業種との交流や連携の場（例：ヤフーロッジ（東京都）、

ナレッジキャピタル（大阪府））を指しますが、これをご存知でしょうか？ 

1. 知っている 

2. 知らない 

 

Q.13  （Q.12 にて「１．」と答えた場合、）「拠点」を利用した経験はありますか？ 

1. ある 

2. ないが今後利用したい 

3. ない 

 

Q.14  （Q.13 にて「１．２．」と答えた場合、）「拠点」を利用するにあたって交流先の企業等に求めることは

なんですか。（複数選択・最大３） 

※ランダム表示 

1. 製品・サービスの購入先となりうること 

2. 製品・サービスの売り先の候補となり得ること 

3. 共同研究・開発パートナー候補となり得ること 

4. 技術力があること 

5. 製品・サービスの開発体制が整っていること 

6. 設立年が若いこと 

7. 設立年が古いこと 

8. 規模が大きいこと 

9. 規模が小さいこと 

10. 地元の企業とのつながりの強さ 

11. 地元以外の企業とのつながりの強さ 

 

Q.15  （Q.13 にて「１．２．」と答えた場合、）「拠点」の機能として重視する事項をお答えください（複数選

択・最大３） 

※ランダム表示 

1. 主催者のブランド力 

2. 拠点の知名度 

3. 料金が安い 

4. アクセスの容易さ 

5. 拠点のウェブサイトが充実している 

6. 賑わっている 

7. イベントが充実している 

8. 異業種交流以外の要素（経営に関する勉強

会等）も充実している 

9. その他（   ） 

 

Q.16  （Q.13 にて「３．」と答えた場合、）御社にとって、「拠点」は必要だと思いますか？ 

1. 必要だと思う 

2. どちらかというと必要だと思う 

3. あまり必要ではない 

4. 必要ではない 
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Q.17  （Q.16 にて「１．２．３．」と答えた場合、）「拠点」の利用を促進するには、どのような条件であれば、

良いと思いますか？（複数選択・最大３） 

※ランダム表示 

1. 企業数が多い 

2. 業種（製品・サービスの購入先）の充実度 

3. 業種（製品・サービスの売り先）の充実度 

4. 業種（共同研究・開発パートナー候補）の充実

度 

5. 技術力がある企業の参加 

6. 製品・サービスの開発体制が整っている企業の

参加 

7. 設立年が若い企業の参加 

8. 設立年が古い企業の参加 

9. 規模が大きい企業の参加 

10. 規模が小さい企業の参加 

11. 地元の企業とのつながりの強さ 

12. 地元以外の企業とのつながりの強さ 

 

Q.18  「拠点」の利用を促進するには、どのような機能を備えるべきだと思いますか？（複数選択・最大３） 

※ランダム表示 

1. 主催者のブランド力 

2. 拠点の知名度 

3. 料金が安い 

4. アクセスの容易さ 

5. 拠点のウェブサイトが充実している 

6. 賑わっている 

7. イベントが充実している 

8. 異業種交流以外の要素（経営に関する勉強

会等）も充実している 

9. その他（   ） 
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Q.19  次の中部圏の特性のうち、貴社の本社立地の観点から、魅力的と感じるものはどれですか。 

中部圏は愛知県・岐阜県・三重県・静岡県・長野県を指します。 

なお、2027 年に東京（品川）－名古屋間を約 40 分で結ぶリニア中央新幹線が開業予定です。 

※品川―飯田（長野県）間は約 50 分、品川―中津川（岐阜県）間は約 1 時間 

（複数回答・必須） 

1. 東京や大阪に比べ、オフィス賃料が安い 

2. 製造業の本社が多数立地している 

3. 日本最大の貿易額である名古屋港が近い 

4. 日本のまん中であって物流が便利 

5. 地理的に国内他地域へのアクセスが容易 

6. ほどよく都会である 

7. 中部国際空港がある 

8. リニア中央新幹線で首都圏へのアクセスが容

易になる 

9. 通勤時の混雑が東京や大阪に比べて少ない 

10. 職住近接が実現しやすい 

11. 東京や大阪に比べて広い家に住める（家賃・住

居取得費が安い） 

12. 豊かな緑が近接している 

13. 独自の食文化がある 

【選択肢】 

a 魅力を感じる 

b やや魅力を感じる 

c 魅力を感じない 

 

 

Q.20  次の施策や施設うち、中部圏への本社立地の可能性が高まるものはどれですか。当てはまるもの

をすべて選んでください。（複数回答、必須） 

1. 自社の技術を活かせる社会実験フィールド 

2. 社会実験時などにおける各種申請のワンストップ窓口 

3. 地域間の移動がしやすい高速道路 

4. 自動運転技術を採用した物流システム 

5. 様々なマッチングが気軽にできる知的交流拠点 

6. 同種の企業が集積するオフィス施設 

7. 新しい技術に対する税制優遇制度 

8. 災害に強いインフラ 

9. おしゃれな都心の繁華街 

10. 混雑の少ない通勤環境 

11. その他（   ） 

12. 特にない、思いつかない 
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３．住環境についておうかがいします 

Q.21  貴社の本社立地の際に、住環境を重視しましたか（単回答・必須） 

1. 重視した 

2. やや重視した 

3. 重視していない 

 

Q.22  （Q.21 にて「１．重視した」、「２．やや重視した」と答えた場合、）本社を立地させる上で重視する通

勤圏の住環境について、お答えください （それぞれ単回答・必須） 

1. 都会的である 

2. 住むことがステータスとなる 

3. 職場との距離が近い 

4. 自然豊か・閑静なところ 

5. 空間的にゆとりがある 

6. ワクワクするもの・知的刺激に溢れている 

7. 地域の文化・歴史を感じる 

8. 教育レベルが高い 

9. 国際色が豊か 

10. 出産・育児に取り組みやすい 

11. 介護に取り組みやすい 

12. 治安が良い 

13. 防災対策がしっかりしている 

14. 国内移動が便利 

15. 海外への移動に便利 

16. その他（   ） 

【選択肢】 

a あてはまる 

b ややあてはまる 

c ややあてはまらない 

d あてはまらない 

 

Q.23  あなたが思う「起業家の集まるまち」とはどのようなまちですか？（任意回答） 

（自由回答） 

 

 

 

以上です。ご協力いただき、誠にありがとうございました。 

 

 


